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第１回学校関係者評価委員会 報告書 

日 時：令和８年７月２９日（水）１０：２０～１３：３０ 

場 所：長野理容美容専門学校 校長室 

出席者： 株式会社アルファ代表取締役 杉山 一真先生 

     株式会社早川美容商事代表  早川 芳弘先生 

松林校長・桐山事務局長・柏原教務主任 

〇松林校長より 

 職業実践認定校として、自己評価委員会での課題をふまえ、より良い学校になるために、改善に取り組んでいます。 

 時代の変化に合わせた学校にしていかなくてはと考えておりますので、第３者からの意見は貴重であります。 

今後も引き続き、忌憚ないご意見宜しくお願い致します。 

【議題】 

１.令和８年度第１回自己評価委員会報告 

令和８年度中間報告として、教育理念の２項目・学校運営２項目・教育活動の４項目・学修成果４項目・学生支

援３項目・教育環境３項目・学生募集と受け入れ３項目について、評価４について継続的に向上した部分を報告。 

評価４を、今まで以上により内容の濃いものにしていく必要がある。 

 

今後の課題 

① 学校管理システム導入→今年度より単位制導入によりシステム化を導入し、運用しはじめている。 

               課題が多くあるため、業者と打ち合わせをしながらすすめていく。 

               書類の形式等、両校統一していく。 

② 国家試験学科対策の強化→学生指導の難しさはあるが、対応方法を考察し学年ごとの情報共有を強化 

              外部講師とも協力体制を取りながら、学科対策を強化していく。 

              ２学期より、ドリルを実施。教科書ポイントマーカー継続していく。 

③ 学生募集方法の工夫→今以上により効果的な学生募集になるよう情報収集していく。 

            学園ＨＰリニューアルを業者と打ち合わせながらすすめていく。 

            中学生職場体験が効果的である。開かれた学校としての魅力を発信していく。 

            簡易的なパンフレットまたはチラシを作成。 

            卒業生、学校支援サロンの有効活用方法を検討していく。 

④ 教員募集について→質の高い教育を学生に提供するため、継続して人材募集をすすめていく。      

           学園ＨＰに教員募集ページ作成。 

 

（基準１）環境の整備と並行し特色ある教育活動を行うため、カリキュラム等教育内容の授実を図っている。 

特に業界のニーズに合わせた実践的教育を多く取り入れ即戦力となる人材の育成に努めている。 

また、豊富な知識・技術力と併せて人間性や社会性を養うため積極的に社会貢献・地域貢献に関する 

活動へ参加を促し実施している。 

教職員においては、毎年教育理念に基づいた明確な教育目標を示し、全教職員が共通認識の中で 

「社会に通用する人材の育成」を目指し取り組んでいる。 

・教育理念や育成人材像は明確に定められている。美容師法並びに教育基本法・学校教育法に則り、美容師として必要な

専門知識・技術を習得させると共に社会的常識を身に付けた豊かな人間性を養い、社会に貢献できる人材の育成を目指

している。 

・正確な基礎・基本を身に付けた上で、より高度な専門知識・技術を習得するため各種専門分野の業界外部講師授業を積

極的に取り入れ即戦力となる人材の育成を行っている。 



学校関係者評価委員コメント 杉山委員より   

・問題なし。継続していってほしい。 

学校関係者評価委員コメント 早川委員より 

・問題なし 

今後の改善方策 

・教育理念の大切さを引き続き、共有していきたい。 

 

（基準２）総括 学校教育法一部改正に伴い「時間時数制」から「単位制」へ移行。併せて学則の変更を行う。 

・美容科教員 1 名採用、事務職員 1 名採用、兼任教員 4 名採用。 

・美容科教員 3 名退職。兼任教員 2 名退職。 

・教職員の人材確保において、求人掲載の工夫が必要。安定した人材の確保。 

・美容科教員 1 名 6 月美容技術理論研修受講、9 月文化論研修受講予定。 

・学生管理システムの導入開始。 

学校関係者評価委員コメント 早川委員より   

・人材募集方法として、エンゲージ（有料プラン）効果があった。インスタグラムに広告として掲載でき、インディード 

 のような求人サイトに跳ぶことができ、申込数が増えたので活用してみてもよいのでは。 

・キャリア基準も含めて、雇用基準を考えて求人を出さなくていけない時代である。 

学校関係者評価委員コメント 杉山委員より 

・人手不足は問題だが、ナガビは本当に魅力ある学校である。卒業生たちが頑張ってくれている。卒業生を上手く育成 

 していければ良い。松本校の理容科教員をモデルケースとしていくのは良い。 

 転職の時代であり、人を育てていくのは難しい。切り替えが早いが、人材育成の際に、一番大切なのは人間性が大事 

 である。 

・学校支援サロンを上手く活用し、卒業生でも先生としてシャンプー授業等に協力してもらっても良いのでは。 

今後の改善方策 

・人材育成については、難しい部分もあるが引き続き大切に育成をしていきたい。 

 良い人材がいれば紹介してください。今後、時代に合った学校の在り方を検討していきたい。 

・求人方法について、今後継続して検討していく。 

 

（基準３）総括１学年は単位制に移行したため、教員、講師ともにコマシラバスを作成し、学生の欠課については 

十分な補習が行われている。コマシラバスが明確になったことにより、学生自身が到達目標を早めに

把握することができる。大多数の学生に、次の授業に備えて準備する姿勢がみられる。 

・教育内容の充実が認識されてきている。就職後の常識やメンタルの強さを高めていく教育は今後も必要とされている 

・面談や授業アンケートなど随時行い、教職員全員が共有し、常に軌道修正を行っている。学生および教職員のモチベ

ーションを上げ、学生のニーズに応える教育環境の実現のためにも「即戦力として社会に通用する人材の育成」とい

う本校の教育理念を踏まえた評価体制を構築していく。 

・新任職員の技術力、指導力向上のため、定期的にミーティングや手合わせ、技術研修などを行っている。１学年では 

各コマシラバスのパワーポイントや資料の作成を行った。 

・４月より１学年は、単位制での履修計算になるため、各教員講師ともに、適切に準備に当たった。欠課のある学生に 

は十分な補習が行われている。 

・評価基準と評価内容を明確にし、適切な時期に確認テストなどを行い、その都度軌道修正を行っているため、学生は 

自身の修正部分を把握しながら次回の授業にそなえることができている。 

 

学校関係者評価委員コメント 杉山委員より 

 ・学校の特色づくりは、きちんと出来ている学校だと感じている。問題ない。 



学校関係者評価委員コメント 早川委員より 

・今年度より、運営講師としてやらせて頂くにあたり、授業前の工夫や大変さが理解できた。コマシラバスは 

有効だと感じている。 

今後の改善方策 

 ・新しい指導方法を検討し、前向きに導入していきたい。 

 

（基準４）総括在学中に取得できる資格の取得やコンテストやボランティアへの意欲的な参加。 

美容業界への就職率のアップ。 

・昨年度からの早めの就職指導の効果で、就職内定者が早めに決まっている。 

・１学年の就職フェア参加や、オリエンテーション就職セミナーの意識付けで、検定試験の受験や授業に集中する 

学生が増えた。 

・令和 8年度休退学者（Ｒ8.7.15現在） 

１年生 休学者：美容科 1名  退学者：美容科 2名  ２年生 休学者 2名 

・担任だけではなく学校の問題として対応する。 

学校関係者評価委員コメント 早川委員より 

・教育活動において、先生方の努力や大変さは理解している。 

学校関係者評価委員コメント 杉山委員より 

・国家試験学科について、学習能力が低くなってきているので、大変だと思う。学校が考えている毎日、ドリル 

 をやらせることは有効では。継続は力である。大変だと思うが頑張ってほしい。 

 今後の改善方策 

 ・在校生満足度を一番に考え大事に育成していきたい。本校に来て良かったと思ってもらえるよう気を付けて 

  指導している。 

 

（基準５）総括 連携している学校医が健康診断を行った。また、婦人科系の医療機関の悩み事相談室を実施 

学校の学生の健康面への配慮が伝わった取り組みであった。 

・まず信頼関係のある担任が相談にのり、学年で共有し連携を取っている。場合によっては専門のカウンセラー 

と連絡をとって対応していく。校長中心に学校全体で連携し解決に導いている。 

・「給付型修学支援」 対象者 1年生 41名 2学年 36名 

  (うち多子 1学年 29名 2学年 23名) 

「貸与１種」1年生 13名 2学年 11名 

「貸与２種」1年生 20名 2学年 20名 

・欠課のある学生には、１月ごとの出席状況を保護者に通知している。 

・学校生活の問題が生じた場合は、担任より保護者連絡を行っている。 

 

学校関係者評価委員コメント 早川委員より  婦人科系の相談ができるのはとても良い。 

学校関係者評価委員コメント 杉山委員より 奨学金も認定校であるのは学生募集として強みである。 

 

（基準６）総括 電子黒板や Wi-Fiなどを利用し、より分かりやすい授業を行えるように研究している。 

シャンプー実習室、エステ実習室、テクニカルルームなど、水回りや電力の充実した教室を最大限生か 

して利用をしている。 

学校関係者評価委員コメント 早川委員より 適切に行われている。 

学校関係者評価委員コメント 杉山委員より 適切に行われている。 

今後の改善方策・今後も引き続き、時代に合った研修内容にしていけるよう努力していく。 



 

（基準７）今後の学生募集 

令和 8 年度学生募集については、多くの入学希望者を確保することができた。 

   ひとえに、伝統校としての信頼感に加え、学校の雰囲気の良さ。先生たちが大切に学生たちを育成している 

点が選ばれた理由だと感じている。 

今後はより一層県外流出防ぐ手立てと、時代に合った広報活動に力を入れていく。 

ビューティビジネス科への職業理解と入学動機を喚起して、入学生の確保に努める。 

学校関係者評価委員コメント 杉山委員より   

・学生募集は難しい時代だが、特色として、先生と学生が学校の魅力であることは、とても素晴らしい。継続していって

ほしい。 

・小中学生へのアプローチが効果的である。ナガコレと共に、マツコレみたいなイベントを開催できると、両校共に 

 魅力をアピールできるのでは。 

学校関係者評価委員コメント 早川委員より 

・学生募集は難しい時代と感じている。今年度、学生向けアンケートをとらせていただき、在校生の考え等も把握 

 できたので、毎年開催しているナガコレにて、ヘアショーにくわえ、技術体験をトイーゴでナガビ生中心に実施 

 してもらうと、学校の魅力をアピールできるのでは。 

今後の改善方法 

・学生募集においては、在校生満足度を１番に考え、より良い魅力的な学校。選んで頂ける学校になるよう 

 工夫し、努力していきたい。 

・学生募集について、課題はたくさんあるが、伝統校として毅然とやるべきことをやっていくしかない。 

・職場体験が一番効果的のため、サロン側との協力体制を強化していく。 

（基準８）継続して、問題なく実施できている。 

学校関係者評価委員コメント 適切に行われている。 

（基準９）継続して、問題なく実施できている。 

学校関係者評価委員コメント 適切に行われている。 

（基準１０）継続して、問題なく実施できている。 

学校関係者評価委員コメント 早川委員 適切に行われている。 

学校関係者評価委員コメント 杉山委員 適切に行われている。 

 

２．重点目標について（別紙１・２参照） 

（１） 令和８度重点目標実施中間報告 

中間報告として、現時点で令和８年度重点目標の実施状況の報告 

重点目標① 接客の基本 

●「時間厳守」「身だしなみ」「挨拶」 

重点目標② 学ぶ姿勢 

● 「事前準備」「健康管理」「行動力」 

重点目標③ 職員の指導力強化 

 

学校関係者評価委員コメント 早川委員より  

・特に問題はない。業界全体を良くするために、引き続き協力していきたい。 

学校関係者評価委員コメント 杉山委員より 

・人を育てるには良い環境作りが必要である。引き続き協力していきたい。 

 

【まとめ】 学校としていろいろな課題があるが、一つずつ前向きに頑張っていきたい。 

 

３．次回予定 

令和８年度第２回学校関係者評価委員会 令和９年３月３日（水） １０：００～ 


